
• 通勤しやすい立地の賃貸マンションの数部屋を契約し、日本人社員も含め、希望者に寮として提供。風
呂・エアコン完備で、食事付きと食事なしから選択可能。家賃は給料から天引きしている。

• 同社では、「企業で実際の業務に携わってからでないと、入社後に必ず行き違いが生じる」と社長がイ
ンターンシップの必要性に言及。 13年ほど前から実施している。通常のインターンシップは5日間で、
毎年20名程度受け入れている。交通費、食費は同社が負担し、一部補助金を支給。毎日就業後に感想文、
インターンシップ終了後にレポートを提出する。外国人留学生・日本人学生の区別なく実施しており、
入社する学生の多くはインターンシップ経験者である。

小倉鉄道株式会社
会社概要
事業内容：

各種歯車設計・製作等
海外展開：ベトナム、マレーシア、

インドネシア、スリランカ
（取引先）

所在地：福岡県直方市
資本金：1,500万円
従業員数：19名

外国人材関連情報
外国人従業員数：4名（2020年2月）
国籍：スリランカ、ベトナム
主な業務内容：

技術、海外顧客対応等
採用開始：2007年

• 10年以上前に、海外事業の開始に伴い、外国人留学生の採用を開始。海外の営業は商社を通さずダイレ
クトに行っており、将来的には外国人社員が海外顧客とのやり取りを担ってくれることを期待。約6年前
からはベトナムに事業を展開しており、これまで営業先とのやり取りは現地の通訳に任せていたが、最
近ではベトナム人社員を連れて行き、現地の顧客と母国語でコミュニケーションを行っている。

• 熊本県の東海大学、福岡市の九州大学及び北九州市の西日本工業大学など、大学が開催する就職説明会
や、近畿大学が実施するバスツアーなどに参加しているほか、各県で行われる外国人留学生向けの説明
会に参加し、新卒採用の活動を行っている。主に理工系大学の卒業生を募集。

5日間、20名程度のインターンシップ生を受入れ

海外事業の開始に伴い、外国人留学生の採用を開始。5日間のイン
ターンシップを実施し、入社前に実際の業務に携わる機会を提供。

外国人材の採用のきっかけ・方法

特徴的な取組

マンションを借り上げ、社員寮として提供

小倉鉄道株式会社の「かさ歯車（BEVEL GEAR）」の例 顧客と商談を行う外国人社員
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• 外国人社員には、年末にまとめて一か月程度の休暇を取得してもらい、母国に帰ることを促している。ま
た、外国人社員の両親が来日する機会があれば、安心してもらうために会うことにしている。

帰国のための長期休暇の取得を支援

●スリランカ・男性
●理系
●勤続4年
●情報通信

インターンシップを通じて、
ものづくりのおもしろさを実感

• 農業を営む実家には日本製のトラクターやトラックがあり、子ども
の頃から修理や部品交換などをしていた。専攻はITだが、機械にはも
ともと興味を持っていた。同社の一週間のインターンシップに参加
して、やはりものづくりはおもしろいと思った。

• 採用の際に話を聞いたとおりの仕事に携わることができている。同
社はスリランカに顧客を持っているため、母国に関連のある仕事が
できることを期待して入社。実際にスリランカへの営業に同行し、
顧客とやり取りしている。
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